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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM に搭載される軟Ｘ線撮像装置 Xtend は、軟Ｘ線反射鏡の焦点面にＸ線CCDカメラ
を配置する構成を取る。Ｘ線 CCD素子としては、空乏層厚 200µmを有する Pチャンネル CCD素子を採用し、
これを裏面照射型で用いる。2019年 6月の本稿作成時点では、納入された複数の候補素子から衛星搭載用の素子
の評価・選定をおこなっている段階である。裏面照射型として使用することによる低エネルギー側での高感度を
活かすためにも、軟Ｘ線での性能評価も重要評価項目の 1つになる。特に入射面における不感層は検出効率に直
接的に影響するため、素子選定の段階で、その厚みが許容範囲内に納まっていることを確認することが必須にな
る。また、硬Ｘ線側に比べ、軟Ｘ線側では単色Ｘ線スペクトルにおけるテール構造成分が相対的に強いことから、
今回のフライト用素子におけるその度合も評価項目となる。本講演では、この Xtend のフライト用Ｘ線CCD素
子の軟Ｘ線応答評価の最新結果について報告する。


